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タイムファンタジーのさきがけとなった A Traveller in Time（邦題『時の旅人』
岩波少年文庫）など、生涯で100タイトルを超える物語を残した。1976年没。
幼年文学からの読み物としてアトリーの作品は最適な本として挙げられる。
②　『魔法使いのチョコレート・ケーキ』マーガレット・マーヒー　作、福音
館書店
　この本は石井桃子さんがマーガレット・マー
ヒーの作品から10編を選び、作品集とした本で
ある。どの作品も、毎日のなかにひそみ、わた
したちが気づくのをまっているような、10編の
物語と詩からなる、ちいさな秘密のファンタ
ジー集である。表題作の、「魔法使いのチョコ
レートケーキ」には、魔法使いのやさしさやさ
みしさ、子どもたちの無邪気さのほかに、魔法
はひとつも出てこないのであるが、不思議な出
来事は起こるのである。
　この作品集もショートストーリーが多く、10分前後でおはなしできるので
手軽に利用しやすい作品である。おはなしに品があり、結末も楽しいのでお
薦めである。
　マーガレット・マーヒーの作品は、長編が多く、この『魔法使いのチョコ
レートケーキ』は短編が収めてあるので読みやすい。マーヒーの長編として
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は次の作品が有名である。
・『足音がやってくる』（岩波少年文庫）岩波書店
・『めざめれば魔女』（岩波少年文庫）岩波書店
などほかにも長編作品は多数ある。
　作家が好きになり、その作家の長編ものに読み進んでいくというケースも
見られるので、このような情報も重要である。
＜マーガレット・マーヒーの略歴＞
　1936年、ニュージーランド生まれ。図書館員として働くかたわら、絵本や
子ども向けの本を執筆し、図書館をやめてから創作に専念した。1982年に『足
音がやってくる』、1984年に『目ざめれば魔女』（共に岩波書店）で、二作連
続してカーネギー賞を受賞した。2006年には国際アンデルセン賞を受賞。そ
の後も多くの作品を書き続けたが、2012年に亡くなった
③　『おはなしのろうそく』東京子ども図書館
　『おはなしのろうそく』は、てのひらにのる
小さなおはなし集である。幼児から小学校の中・
高学年まで楽しめる日本や外国の昔話、創作、
わらべうた、指遊びなどを数編ずつ収録してい
る。東京子ども図書館の司書が実際に子どもた
ちに語った経験をもとに編集している。1973年
刊行開始以来、語りのテキストとして圧倒的な
支持を受け、現在までの総発行部数が170万部
のロングセラーとなっている。『おはなしのろ
うそく』は31の小冊子が出版されていて、図書
館、文庫、幼稚園・学校、家庭などでの読み聞かせに広く活用されている。『お
はなしのろうそく　愛蔵版』も出版されている。この本はハードカバーであ
るので、利用しやすいと思われる。
　『おはなしのろうそく』は、ストーリーテリングに活用されているのであ
るが、実際に「読み聞かせ」で活用しても十分に楽しいものである。本来は、
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ストーリーテリングができればいいのであるが、この技術はだれにでもでき
るものでなく、一つのおはなしを覚えるだけでも一か月ほどかかることがあ
ることから、だれにでもできるものではない。そういう意味では、この『お
はなしのろうそく』を「読み聞かせ」に活用することをお薦めしたい。
④　『ムギと王さま―本の小べや』（岩波少年文庫）岩波書店
　エリナ・ファージョンもかなり多くの短編集
を執筆している。その中の一冊に『麦と王さま』
がある。この本の中には、楽しいおはなしが27
編収録されている。表題作の「ムギと王さま」
の内容は、お人よしの少年ウィリーがエジプト
のラー王との不思議な問答を語ってくれるとい
うおはなしである。エジプト王の持つ財宝より
も自分の父親が丹精込めて作ったムギのほうが
金色だと信じるウィリーの純粋な気持ちと、空
想の中で語られる問答に思わず引き込まれる。
　この作品の中には、他にも夢のあるおはなしがたくさんあるので、これら
のショートストーリーもぜひ「読み聞かせ」に活用できれば素晴らしいと考
えられる。エリナ・ファージョンの短編集は、ほかにもたくさんあり、「読
み聞かせ」に活用できるものがあるからぜひ取りあげたい。
⑤　昔話・民話の「読み聞かせ」
　昔話は絵本になっているものも多いが、活字だけの本もたくさん出版され
ている。本来、昔話や民話は最初におはなしがあって、それに絵を付け加え
たものが絵本として出版されたものである。だから、絵のない昔話や民話を
そのまま「読み聞かせ」するのが本来の方法である。活字だけの「読み聞かせ」
だけでは、子どもたちが理解しにくいと読み手は思うかもしれないが、その
昔話や民話をより忠実に伝えるという意味では、絵のない本で「読み聞かせ」
を行う方が、その内容が忠実に伝えられると思われる。
　昔話の本は数多く出版されているが、あまり「読み聞かせ」で活用される
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ことは少ないようである。しかし、昔から綿々と語り継がれてきただけあっ
て、内容的にもしっかりしたものが多い。だから、そういう昔話の本の「読
み聞かせ」を実施していくべきであるが、ウエブ上で昔話を検索すると、ほ
とんどが絵本類が多いことがわかる。それだけ、昔話でも絵本として活用さ
れているものが多いことがわかる。日本や世界の昔話集が数多く出版されて
いて、「読み聞かせ」で取りあげられるおはなしがたくさん収録されている
ので注目したい。
５　「読み聞かせ」に係る人的な環境整備をどうするか
（１）図書館における読み聞かせ
　図書館では、普段から子どもたちを対象に「おはなし会」で読み聞かせが
催されている。そこでは司書や読書ボランティアが「読み聞かせ」やストー
リーテリングなどの活動を実施している。
　この図書館における「読み聞かせ」で、「絵のない本の読み聞かせ」の実
践をしていくべきではないかと考えている。やはり図書館での「読み聞かせ」
は、一般家庭のモデルにもなるから、とても重要なことであると考えられる。
図書館での「読み聞かせ」で、「絵のない本の読み聞かせ」が常態化していけば、
少しずつ家庭や学校に広がってくるように考えられる。
　また、図書館での「読み聞かせ」の研修会などで、教員や一般の方を対象
に実施する中で、「絵のない本の読み聞かせ」が重要であることを周知して
もらう必要がある。図書館はそういう意味では社会教育の一端を担っている
から、それはとても重要なことである。広報等でも「絵のない本の読み聞か
せ」の重要性を訴え続けることが効果的であると思われる。このように図書
館では、やはり司書がキーマンとなり、「絵のない本の読み聞かせ」を推進
していく原動力となるべきである。
　また、図書館の司書が「読み聞かせ」の出前の講座で、保育園、幼稚園、
小学校などに出かけるときも、「絵のない本の読み聞かせ」の実践の重要性
を示すことで少しずつ広まっていくように思われる。
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（２）学校における「読み聞かせ」
　学校における「読み聞かせ」は、教員と読書ボランティアに分けられる。
教員の「読み聞かせ」では、司書教諭や学校司書が中心となり、どのような
形で「読み聞かせ」を実施するかについて打ち合わせをしておく必要がある。
例えば、各教室における「読み聞かせ」、学校図書館における「読み聞かせ」
などである。その「読み聞かせ」の実践について指導的な立場にあるのが司
書教諭と学校司書である。その両者が、「読み聞かせ」の実践を行う際には、
「絵のある本の読み聞かせ」と、「絵のない本の読み聞かせ」を行っていくこ
とを打ち合わせし、一般教員にも指導していくことが求められる。同じよう
に、読書ボランティアに対しても、学校における「読み聞かせ」についての
指針をはっきりと伝え、全校的にも一貫した指導が実施できるようにすべき
である。
（３）家庭における読み聞かせ
　家庭での「読み聞かせ」は、なかなか徹底するのは難しい環境にある。意
識の高い家庭とそうでない家庭もあるからである。最近、「家読」（うちどく）
という家庭における読書をトーハンなどが推進し、多くの地域で実践してい
るところもある。地域によっては、学校を通じて「家読」を推進していると
ころもある。こういう制度をうまく利用すれば、学校の司書教諭や学校司書
が、各家庭における「家読」で、「絵のない本の読み聞かせ」の実践を促し
ていくことができる。
　以上、（１）～（３）まで述べたように、「絵のない本の読み聞かせ」を実践
していくには、やはりそれを指導していく「人」の存在が重要であることがわ
かる。図書館においても、学校においても「人」の存在を抜きには考えられな
い。各施設で、その「人」の人材育成をどのようにしていくかも大切なことで
あり、そういうシステムが、あまり我が国では確立していないというのが実態
である。
　2001年に「子どもの読書活動の推進に関する法律」が施行されたが、やはり
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この「人」の部分があいまいで、明記されていない。だから各学校や家庭で、
思い思いの方法で統一のない読み聞かせの実践が行われているのが実態であ
る。
　できれば各都道府県、政令指定都市などの図書館、または人口の大きな市の
図書館には、児童図書館員を置き、その児童図書館員を核として地域の全体的
な人材育成の指導が図れるシステムがもっとも理想である。
　ただ、このテーマにある「読み聞かせ」の実践は、時間がかかるかもしれな
いが、「読み聞かせ」に関する本を出版することでその運動を広げていったり、
研修会等でその方法を伝えていったりするしかないと思われる。特に、図書館
の司書、学校の司書教諭・学校司書などの読書の指導的な立場にある方を対象
とした研修ではもっと重要であると思われる。そういう意味では、これからも
自分のできる範囲で、この「絵のない本の読み聞かせ」の実践を広げていき、
そのよさを一人でも多くの方に実践してもらえるよう努力を積んでいきたい。
　現在、実践している「絵のない本の読み聞かせ」のすばらしさ、実践につい
ての方法、今後の課題等について述べることで本稿を閉じたい。
おわりに
　本稿では、主に「絵のない本の読み聞かせ」について述べてきた。このことは、
従来の「読み聞かせ」を覆すほど画期的な出来事ではないかと思われる。ほと
んどが絵のある本の「読み聞かせ」に終始していたのが、その概念を一歩抜け
出して、絵のない本でも「読み聞かせ」を盛んに実施していくという実践が増
えていくことを願っている。このことで、絵本の絵を参考に物語をイメージす
るという過程から、物語の原文だけの「読み聞かせ」から、その内容をイメー
ジしていくというように、より想像力を広げていくということに繋がっていく
と考えられる。このことで、ストーリーテリングという活動の本質にも少し近
づいていくということが言える。
　今までの「読み聞かせ」の概念を一絵本の読み聞かせを主流としたものから、
「絵のない本の読み聞かせ」に近づけていくことは、絵本から読み物への橋渡
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しとしてとても重要な取り組みである。従来からの絵本の「読み聞かせ」から、
一人読みの読書につながる橋渡しが、かなり高いハードルであったことに対し
て、絵のない本の「読み聞かせ」を活用することで、絵本から読み物への移行
が、よりスムーズに入っていきやすい傾向になるであろう。
　このような実践を数多く重ねていくことで、「読み聞かせ」の可能性を広げ
ていき、少しでも読書離れの子どもたちを読書へと導く取り組みの一助として
いきたい。
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